


広陵町文化財調査報告　第3集

奈良県北葛城郡広陵町

新　木　山　番　墳

第3次範囲確認調査報告

平成24（2012）年3月

広陵町教育委員会



例　日

1。本書は奈良県北葛城郡広陵町大字三吉に所在する新木山古墳で実施した第3次範囲確認調査
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堀本順嗣、吉田隼二

7。図1は国土地理院発行の1：25，000地形図「大和郡山」（平成19年3月1日発行1刷）e
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図4◎11は広陵町発行の1：2，500地形図「広陵町全図4」（平成15年2月修正版）、帝室林
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1　調査の契機

新木山古墳は、奈良盆地の西辺に位置する馬見丘陵に築造された大型前方後円墳である。馬見

丘陵に所在する馬見古墳群の中央群に含まれて北方の巣山古墳と共に盟主的存在となっているが、

密集して造られた巣山古墳◎ナガレ山古墳◎乙女山古墳等からはやや離れて立地し、周辺には三

吉石塚古墳の他は小規模な円墳が点在するのみである。

墳丘部分は宮内庁により三吉陵墓参考地に治定されているが、周濠◎外堤部分は民有地である。

周濠は、北側はため池、西～南側は田畑、東側は公園で築造時の形状を残すが、南東部は宅地と

なっている。外堤は、西側は町道、南側西半は町道◎畑で築造時の形状を残すが、南側東半◎東

側は削平されて宅地開発、町道新設工事などの開発が進行している。

今回の調査は、これら各種開発から古墳を保護し、史跡指定の基礎資料を得るための範囲確認

を目的として実施した。

2　位置と環境

（1）周辺の地理約日歴史的環境（図1）

広陵町は、奈良盆地の一角を占める東側の平野部と、西側の丘陵部に分かれる註1。東側の平野

部は、町域をおおよそ南北に流れる高田川、葛城川、曽我川によって形成された沖積平野で、南

から北に緩やかに傾斜している。かつては何度も流路の変化、氾濫を繰り返して曲流していたが、

現在は河川改修によりほぼ平行して北流している。

西側の丘陵部は南北約7km、東西約3kmに広がる馬見丘陵の一部で、標高60～80mを測る。

馬見丘陵は鮮新◎更新世に形成された大阪層群で、湖沼成層、河成層の礫◎砂◎シルト及び粘土

と海成層の海成粘土層から構成される。東を高田川、西を葛下川、北を大和川に限られた丘陵は、

内部を北流する佐味田川、滝川の浸食を受けて西◎中央◎東部に三分され、更に小谷部が樹枝状

に形成している。

古墳時代になると、この馬見丘陵の主に東部に大型の前方後円墳を含む多くの古墳からなる馬

見古墳群が形成される。馬見古墳群は一般に、北◎中央e南の三群に分けて理解される註2。

南群は丘陵南部に立地する。前期中某に新山古墳（前方後方墳　墳丘長約137m）が馬見古墳

群で最初に築造され註3、以後、前期末～中期初頭の築山古墳（前方後円墳　墳丘長約210m）、

中期後半～後期初頭の狐井城山古墳（前方後円墳　墳丘長約140m）と断続的に大型前方後円墳

が築造される。また、大型前方後円墳の系譜が中央群に移動した中期前半には別所石塚古墳（前

方後円墳　墳丘長90～100m程）、コンビラ山古墳（円墳　径約95m）の100m級の古墳が造られ

る。並行して、土山古墳（墳丘長65m程　前期後半）註4◎狐井稲荷山古墳（墳丘長70m程　中期

後半）註5eインキ山古墳（墳丘長50m前後　後期後半）註6等の小型前方後円墳、茶臼山古墳（径

47m　中期前半）註7◎かん山古墳（径約50m　中期前半）註8等の円墳が継続的に造られる。

その他、南群では小型の古墳で構成される古墳群が、4世紀後半から7世紀まで造営される。

いずれも墳丘長40～80mの前方後円墳◎前方後方墳を中心に20～30mの円墳◎方墳数基から十

数基で構成される（モエサシ古墳群、新山東古墳群、新山西古墳群、池田古墳群、黒石古墳群、

エガミ田古墳群、安部山古墳群、大谷古墳群など）。

中央群は南群からやや遅れて、丘陵東部で前期後半に円墳のナガレ山北3号墳（径約60m）か
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ら築造が開始される。続いて、円墳の別所下古墳（径58～61m　前期後半）や、帆立貝式古墳

の佐味田狐塚古墳（墳丘長約78m　前期末）註9◎三吉2号墳（墳丘長約93m　前期末～中期初頭）

が造られる。谷を挟んだ丘陵中央部では前期後半～末頃に前方後円墳の佐味田宝塚古墳（墳丘長

112m）◎貝吹山古墳（墳丘長100m程）註10が造られる。

中期初頭には大型前方後円墳である巣山古墳（墳丘長約220m）が築造され註11、続いて新木山

古墳（墳丘長約200m）が造られる。平行して前方後円墳の一本松古墳（墳丘長約130m　前期末

～中期初）註12◎ナガレ山古墳（墳丘長105m　中期初頭）◎倉塚古墳（墳丘長約180m　中期前半）

註13、帆立貝式古墳の乙女山古墳（墳丘長130m　中期前半）◎池上古墳（墳丘長92m　中期前葉）

が造られる。円墳は北端古墳（径約60m　中期前葉～中葉）註14が築造される他、周辺に小型円

墳のカタビ3号墳（径約24m　中期前半）註15◎別所下2号墳（径15～16。5m　中期前半）註16◎

ナガレ山北5号墳（径10m　中期前半）註17◎讃岐神社1号墳（径28～32m　中期前半）註18◎シ

ドマ塚古墳（径20m　中期中葉）註19、小型方墳のカタビ1号墳（21×23m　中期中葉）註20◎三吉

3号墳（一辺12m　中期）註21などが造られる。大型前方後円墳の系譜が北群に移動した中期後半

以降、円墳の佐味田坊塚古墳（径約60m　中期末）はそれまでと同規模を維持するが、前方後円

墳のダダオシ古墳（墳丘長47～50m　後期）註22、帆立貝式古墳の三吉石塚古墳（墳丘長45m

中期後半）註23は円墳よりも小さくなる。また、前方後円墳◎帆立貝式古墳とほぼ同規模の方墳

の文代山古墳（一辺48m　中期後半）註24が登場する。

後期にはナガレ山東2号墳（円墳　径22m）註25、石ケ谷古墳（方墳13×18m）註26などの小

型古墳が散在するのみであったが、後期未に牧野古墳（円墳　径60m）が築造される。

北群は丘陵北東麓に立地する。中央群の大型前方後円墳の系譜を引き継ぐように、中期後半に

川合大塚山古墳（墳丘長約197m）が築造される。ほぼ並行して中良塚古墳（前方後円墳　墳丘

長約88m）、高山2号墳（円墳　径約35m）註27、高山3号墳（円墳　径約30m）註28が造られ、中

期末～後期初頭の川合城山古墳（前方後円墳　墳丘長約109m）の築造で造墓活動を終了する。

北群では他に、丸山古墳（円墳　径約48m）、高山4号墳（円墳　径30m程）、九僧塚古墳（方墳

一辺約30m）などの古墳が造られ、周辺地域での調査によりさらに複数の古墳が存在したと考

えられている註29。

（2）既往の調査

新木山古墳は、南北方向に伸びる丘陵の主幹尾根から東に派生する小支丘を切断して築造され

る。墳丘長約200m、後円部径約117m、同高約19m、前方部幅約118m、同高約17mを測り、西

から東に向かって緩やかに傾斜する註30。主軸はN920　Wで、両くびれ部には方形の低い造り出し

が取り付く。段築は明瞭ではないが標高56m付近と60m付近にテラス面が想定され、三段築成と

考えられた。墳丘の裾には約30～50cm程度の石が散在しており、墳丘斜面には葺石があると考

えられていた。墳丘の周囲に盾形の周濠を有し、外堤が巡る。北側の周濠を利用した溜池の形状

から二重周濠の存在も想定されていた。

明治15（1882）年に地元住民により石器◎勾玉◎管玉などが発見され、明治18（1885）年に未

定御陵墓として陵墓兆域に治定された註31。この時出土したとされる勾玉◎嚢玉◎管玉が宮内庁に

収蔵されている（図2）註32。
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明治26（1893）年には奈良県属の野淵龍潜等により奈良県内の古墳墓が調査され、『大和国古

墳墓取調書』潮が作成された0この中の新木山古墳墓見取図は、墳丘北東～北側に池、西側に畑、

南～南東側に田が描かれ、現在とほぼ同じ様相を示している（図3）。

発掘調査は、これまでに墳丘周辺部で2回実施している（図4）。第1次調査は古墳周辺の測

量と南側周濠・外堤の範囲確認を目的として昭和62（1987）年度に実施された曲。この調査で、

周濠は現状で前方部中央の幅22m、後円部の幅18～22mを測り、一重濠であることが判明した。

また、周濠内で中世以前の堆積層は検出されず、中世頃に濠底の地山まで削平されていることが

確認された0外堤は墳丘南側で幅約22mを測る。後円部南西側では若干削平されたと考えられる

周濠底（標高約53・1m）より50cm程高い外堤基礎を地山で形成し、この上に盛土を1．7m以上行っ

ている。後円部南側では周濠底（標高約52・5m）より1・5m程高い外堤基礎を地山で形成し、こ

の上に盛土を1m程行っている0築造時期は、出土した円筒埴輪から古墳時代中期前半と考えら

れている。

7

cm

図2　明治15年出土遺物実測図（註32より）
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第2次調査は北側外堤の範囲確認を目

的として平成2（1990）年度に実施され

たJ亡35。北側外堤は山側を平坦に切り通

して造られ、盛土は行われず、外堤外端

に溝が掘られていた。円筒埴輪片が少量

出土することから外堤にも疎らに円筒埴

輪を立てていたと考えられている。外堤

上面は、平安時代中期以降、周濠の潅漑

用溜池としての利用を図り、貯水量を増

加させるために数回掘り下げられた濠底

の排土が厚く堆積していることが確認さ

れた。

また、新木山古墳の西側外堤上にある

三吉中近世墓群の発掘調査では、外堤の

外端を示す溝が検出された。西側外堤は

外端溝～現状の外堤内側基底部で幅約18

mを測る。外堤上面は標高57m前後で、

墳丘1段目テラスより高い位置にある。

その他、古墳南東部で各種開発に伴う

試掘・立会調査を行っているが、顕著な

遺構・遺物は検出していない。



3．調査の成果

（1）第1調査区（図5）

後円部の西側で墳丘主軸の延長線上に設定した、南北2m・東西10mの調査区である。南東角

に民有地と陵墓参考地の境界まで幅0．6m・長さ0．8mの拡張部を設けた。調査区東端から西に90

cm前後の位置で構1、南東拡張部で溝2を検出した。

基本層序は、耕土の下層に灰黄褐色シルトが堆積し、現地表下40cm弱で明黄褐色粘質土・にぷ

い黄橙色粘質土、黄褐色粘質土、灰黄褐色粘質土の遣物包含層に達する。この包含層は埴輪小片

や小石材の他、土師器・瓦器・瓦質土器などの中世遺物を含む。これらの下層、現地表下60cm前

後で明黄褐色粘質土・黄褐色粘質土・明黄褐色砂質土等の地山面に達する。地山面は、調査区西

端で標高約53．2m、東側の溝1西側で約53．3mを測り、ほぼ平坦面をなす。溝1付近から東側へ

は緩やかに高くなり、溝2西側で53．6m弱を測る。この地山緩斜面が墳丘裾の可能性もあるが、

ー5－
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葺石◎基底石などが全くないため判然としない。地山平坦面も直上に中世遺物包含層が堆積する

ため、本来の周濠底の高さは不明である。

溝頂

調査区東端から90cm前後西側で検出した南北方向の溝である。墳丘側地山緩斜面の傾斜変換

点に位置する。幅30～40cm◎深さ20cm弱を測り、灰黄褐色粘質土が堆積する。埴輪片と共に土師

器◎瓦器等の中世遣物を検出した。耕作に伴う溝と考えられる。

溝2

南東拡張部で検出した南北方向の溝である。下部溝は民有地と陵墓参考地の境界内側、墳丘部

分から開削される。幅60cm以上◎深さ30cm以上を測り、灰黄褐色粘質土、黄褐色粘質土◎にぷい

黄橙色粘質土、黄褐色砂質土◎にぷい黄橙色砂質土、にぷい黄橙色砂質士が堆積する。埋没後、

耕作地（周濠部分）を若干地上げした後に位置を外側にずらして上部溝が再開削される。上部溝

は幅約80cm◎深さ40cm弱を測り、灰黄褐色シルト、にぷい黄橙色シルト、にぷい黄褐色シルトが

堆積する。上部溝が埋没後、更に外側にずらして現状の排水溝が開削されている。後円部南側か

ら北側の溜池に排水するための溝と考えられる。

（2）第2調査区（図6）

後円部の南西側に設定した調査区である。幅2m◎長さ11mで設定し、東角を陵墓参考地との

境界まで幅0・5m◎長さ0・75mで拡張した。調査区南西部で溝3、東拡張部で溝4を検出した。

基本層序は、耕土以下、明黄褐色シルト、にぷい黄橙色粘質士、黄褐色粘質士と堆積し、現地

表下40～50cm程で褐灰色粘質土◎灰白色粘土の遣物包含層に達する。包含層は埴輪小片、小石材

の他、土師器◎瓦器◎瓦質土器等の中世遣物を包含する。これらの下層で明黄褐色粘土◎浅黄色

粘土、黄橙色粘土の地山面に達する。地山面はほぼ平坦で標高約53．2mを測る。周濠の底部であ

るが直上に中世遣物包含層が堆積しているため、築造時の周濠底の高さは不明である。調査区北

東端付近で緩やかに傾斜し、東拡張部の溝4南西側で標高53．5m弱を測る。葺石◎基底石等は検

出しなかった。

溝3

調査区南西部で検出した北西一南東方向の溝である。埋士は灰黄褐色粘質土で土師器片◎瓦器

片が出土した。耕作に伴う溝と考えられる。

溝4

東拡張部で検出した溝である。下部溝は民有地と陵墓参考地の境界付近から開削され、幅70cm

以上◎深さ約40cmを測る。灰黄褐色砂質士、灰黄色粘質土が堆積した後、耕作地（周濠部分）を

地上げし、位置を若干外側にずらして上部溝が再び掘削される。溝2の延長と考えられる。

（3）第3調査区（図7）

後円部の南側で墳丘主軸と直交する部分に設定した、東西2m◎南北6mの調査区である。北

東角に幅0・8m◎長さ0．5mの拡張部を設けた。北東拡張部で溝5を検出した。

基本層序は、黒褐色耕土、にぷい黄橙色シルト、灰黄褐色粘土が堆積し、現地表下30～50cmで

にぷい黄橙色粘土、褐灰色粘土の遣物包含層に達する。包含層は埴輪小片、小石材の他、中世遺

－7－
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物を包含する。これらの下層で黄橙色粘土、灰黄色粘土・明黄褐色砂質土の地山面に達する。地

山面は、ほぼ平坦で標高約52．4mを測る。調査区南端から北に4．6m付近から緩やかに傾斜し、

拡張区では標高52・9m弱を測る。この地山傾斜面で長辺20cm以下の石を少量検出した。葺石など

に使われた石材と思われるが、地山面から浮いているもの、下に遣物を挟むものなど、元の位置

にあるものはほとんどないと考える。

溝5

北東拡張部で検出した東西方向の溝である。構2、溝4と同じ性格のものと考えられ、現状の

墳丘裾を巡る様に掘られる。周濠底の堆積層を除去し、耕作地の造成が行われた後に開削される。

4．出土遺物

1～23は第1調査区から出土した（図8）。1～19は埴輪である。すべて小さな破片で全体を

復元できるものはない。また、内外面ともに残りが悪く、調整が分かるものはほとんどない。1

～15は円筒埴輪。突帯は断面台形を呈する。1～3には円形の透かし孔がみとめられる。5・15

は外面に縦方向のパケメが、9は突帯の下に横方向のパケメが僅かに残る。16・17は朝顔形埴輪

110YR4／3　にぷい黄褐表土・耕土
2　7．5YR3／2黒褐　　　耕土
3　2．5Y6／2　灰黄　　　砂質土
4　2，5Y6／2　灰黄　　　シルト（溝5埋土）
510YR7／2　にぷい黄橙　シルト
610YR6／2　灰黄褐　　粘土
710YR6／3　にぷい黄橿粘土
810YR6／1褐灰　　　粘土

9　7．5YR6／1褐灰　粘土
10　2．5Y7／1灰白　粘土
1110YR6／1褐灰　粘土
1210YR7／8　黄橙　粘土
13　2．5Y7／2　灰黄　粘土・
10YR6／6　明黄褐粘土
1410YR6／6　明黄褐砂質土
2．5Y7／2　灰黄　粘土



と思われる。18・19は形象埴輪か。19は鰭状のものが円筒形の本体から斜め下方に伸びる。20～

22は瓦器である。20は皿で、復元した口径は7．2cm。21・22は椀である。高台は低く、断面三角

形を呈する。23は土師器釜。すべて埴輪片と混在して出土した。

24～43は第2調査区から出土した（図9）。24～30は円筒埴輪。いずれも小片で全体を復元で

きるものはない。突帯は断面台形。30は須恵質。隣接する三吉石塚古墳の埴輪が混入したものと

考えられる。32・33は形象埴輪か。32は円筒埴輪片より小さい円形透かし孔がある。34は土師器

釜、35は須恵器鉢、36・37は瓦器皿、38～41は瓦器椀、42・43は瓦質土器である。いずれも埴輪

片と混在して出土した。

44～57は第3調査区から出土した（図10）。44～50は円筒埴輪片。突帯断面は台形。45は外面

にタテパケ、内面にナナメパケを施す。51～56は形象埴輪片。54は外面が傾斜し、沈線を2本施

す。55は板状で、外面に突帯、下辺に半円形の透かし孔がある。57は須恵器鉢。

今回出土した円筒埴輪には黒斑があり、透かし孔は円形のみであったことから5世紀前半に位

置づけられる・－L：36。
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図8　第1調査区出土遺物実測図（1／4）
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図9　第2調査区出土遺物実測図（1／4）
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図10　第3調査区出土遺物実測図（1／4）
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5。まとめ（図11）

今回の調査では墳丘の範囲確認を目的とした。各調査区の地山面は墳丘側で僅かに傾斜してい

て墳丘裾の可能性があるが、墳丘裾を示す様な葺石◎基底石等は検出しなかったため明確ではな

い。第3調査区で少量検出した石材も地山面から浮いているもの、下に遣物を挟むものなど、元

の位置にあるものはほとんどないと考える。

墳丘の周囲は、中世の農耕地開発時に周濠内の堆積土層を除去して土を入れ替え、同時に墳丘

裾を少し削り込んで排水溝を開削したと考えられる。この時、葺石の石材や埴輪など農業にとっ

て邪魔なものはほとんど撤去したと思われる。その後は、墳丘の崩落などによる排水溝の埋没、

耕作地（周濠部分）の地上げ、排水溝の再掘削を繰り返し行っている。

第3次調査で検出した周濠底の地山面の標高は第1次調査の結果とほぼ一致し、後門部西側～

南西側で標高53・1～53・2m（第1次調査第1トレンチ、第3次調査第1e2調査区）、後円部南

側で標高52・4～52・5m（第1次調査第2トレンチ、第3次調査第3調査区）を測る。第1次調査

第1トレンチで検出した周濠底部分の地山南が標高約53。1m、外堤基底部の地山面が周濠側端部

で約53・25mを測り、その比高差は約15cmとなる。古墳築造時、周濠底が地山削り出しにより成

形され、周濠底の高さが外堤基底部と同じかより低く成形されたとすると、中世の農耕地開発に

伴う周濠底の掘り下げは最大15cm程と仮定できる。この仮定を援用して墳丘南半の農地開発によ

る周濠底の掘り下げが同程度の軽微なものだったとすれば、後円部西側～南西側と後円部南側で

70cm前後の比高差が生じる。現在、後円部南側には墳丘内部へ続く里道となっている渡り土堤状

の高まりがあり、周濠はこの渡り土堤によって区切られる階段状だったと思われる。

註1菅野耕三　2001「広陵町の地質」『広陵町史』広陵町e広陵町史編集委員会

註2　以下、各古墳の時期などについては次の文献を参考にした。

白石太一郎1974「馬見古墳群について」『馬見丘陵における古墳の調査』奈良県史跡名勝天然記念物調

査報告第29冊　奈良県立橿原考古学研究所

東湖。坂靖1989月ヒ葛城郡佐味田。別所下古墳発掘調査報告」『奈良県遺跡調査概報1986年度』奈良県

立橿原考古学研究所

井上義光　2001「7・葛城北部地域」『大和前方後円墳集成』橿原考古学研究所研究成果第4冊　奈良県

立橿原考古学研究所

坂靖　2002「馬見古墳群の円筒埴輪」『馬見古墳群の基礎資料』橿原考古学研究所研究成果第5冊　奈良

県立橿原考古学研究所

坂靖　2009「第1章　円筒埴輪の成立と展開」『古墳時代の遺跡学－ヤマト王権の支配構造と埴輪文化－』

雄山間

註3　泉森絞1982「広陵町新山古墳群」『奈良県遺跡調査概幸酎拍80年度』奈良県立橿原考古学研究所

註4　前澤郁浩　2001「土山古墳」『大和前方後円墳集成』橿原考古学研究所研究成果第4冊　奈良県立橿原考

古学研究所

註5　前澤郁浩　2001「狐井稲荷山古墳」『大和前方後円墳集成』橿原考古学研究所研究成果第4冊　奈良県立

橿原考古学研究所
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註6　前澤郁浩1997『インキ山古墳第1次発掘調査報告』大和高田市文化財調査報告第6集　大和高田市教育

委員会

註7　泉森絞1984「考古学的に見た大和高田市地方」『改訂　大和高田市史』大和高田市役所

註8　前澤郁浩　2003『かん山古墳　第1次発掘調査概要報告書』大和高田市教育委員会埋蔵文化財発掘調査概

要報告　大和高田市教育委員会

註9　土橋理子　2003「佐味田狐塚古墳の調査」『三吉2号墳◎ダダオシ古墳　付三吉3号墳e佐味田狐塚古墳』

奈良県文化財調査報告書第97集　奈良県立橿原考古学研究所

清水康二　2003「佐味田狐塚古墳」『奈良県遺跡調査概報2002年』奈良県立橿原考古学研究所

註10　河上邦彦e　卜部行弘e松本百合子1986「佐味田宝塚古墳範囲確認調査報告」『奈良県遺跡調査概幸机985

年度』奈良県立橿原考古学研究所

河上邦彦　2001「貝吹山古墳」『大和前方後円墳集成』橿原考古学研究所研究成果第4冊　奈良県立橿原

考古学研究所

註11井上義光　2005『巣山古墳調査概報』学生社

註12　小栗明彦　2007「一本松古墳。一本松2号填、寺戸遺跡2006、巣山古墳前方部外堤、巣山古墳前方部外堤

北2005。2006」『奈良県遺跡調査概報2006年』奈良県立橿原考古学研究所

註13　吉村公男　2001「倉塚古墳」『大和前方後円墳集成』橿原考古学研究所研究成果第4冊　奈良県立橿原考

古学研究所

註14　東潮e坂靖1989「北葛城郡佐味田。別所下古墳発掘調査報告」『奈良県遺跡調査概幸机986年度』奈良県

立橿原考古学研究所

河上邦彦　2002「北端（石塚）古墳」『馬見古墳群の基礎資料』橿原考古学研究所研究成果第5冊　奈良

県立橿原考古学研究所

註15　東湖e坂靖1990「河合町佐味田eカタビ古墳群発掘調査報告書」『奈良県遺跡調査概報1987年度』奈良

県立橿原考古学研究所

註16　佐々木好直。坂靖1990「河合町佐味田別所下2号墳及びナガレ山古墳周辺の調査」『奈良県遺跡調査概

幸机989年度』奈良県立橿原考古学研究所

註17　前掲註16佐々木e坂文献

註18　讃岐神社1号墳は円墳または前方後円墳で、径約45mとされる。これは「2次発掘調査報告」のまとめに

「検出した周壕を含めた円丘部の規模は直径約45mに復元される」とある記述に起因すると思われる。同

報告の「第4図　遺構平面図」には等高線とは別に墳丘裾を示したと思われる弧線が描かれており、これ

を元に復元すると円丘部の直径は28～32mとなる。

伊藤雅和　2000「北葛城郡広陵町讃岐神社古墳2次発掘調査報告」『奈良県遺跡調査概幸酎999年度』奈良

県立橿原考古学研究所

註19　井上義光1995「広陵町シドマ塚古墳範囲確認調査概報」『奈良県遺跡調査概報1994年度』奈良県立橿原

考古学研究所

註20　前掲註15東。坂文献

註21小池香津江　2003「三吉3号墳の調査」『三吉2号填。ダダオシ古墳　付三吉3号墳e佐味田狐塚古墳』

奈良県文化財調査報告書第97集　奈良県立橿原考古学研究所

註22　小池香津江　2003「ダダオシ古墳の調査」『三吉2号墳eダダオシ古墳　付三吉3号墳e佐味田狐塚古墳』
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奈良県文化財調査報告書第97集　奈良県立橿原考古学研究所

註23　井上義光1988『石塚古墳範囲確認調査概報』広陵町埋蔵文化財調査報告1

泉森自交　2001「歴史編　第一章　考古学からみた広陵　第四節　古墳時代

『広陵町史』広陵町e広陵町史編集委員会

註24　泉森絞　2001「歴史編　第一章　考古学からみた広陵　第四節　古墳時代

『広陵町史』広陵町。広陵町史編集委員会

広陵町教育委員会

中期古墳　三吉石塚古墳」

中期古墳　文代山古墳」

註25　前掲註16佐々木e坂文献

註26　白石太一郎e前園実知雄1974『馬見丘陵における古墳の調査』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第29

冊　奈良県立橿原考古学研究所

註27　木下亘1988『史跡乙女山古墳　付高山2号墳一範囲確認調査報告－』河合町文化財調査報告第2集

河合町教育委員会

吉村公男1994『高山2号墳Ⅲ　中良塚古墳一小集落地区改良事業に伴う発掘調査報告－』河合町文化財

調査報告第9集　河合町教育委員会

註28　吉村公男1992『高山3号墳発掘調査報告』河合町文化財調査報告第5集　河合町教育委員会

註29　前掲註28吉村文献

註30　井上義光1988『新木山古墳外堤範囲確認調査概報』広陵町埋蔵文化財調査概報1広陵町教育委員会

註31山上豊　2001「歴史編　第八章　明治期の広陵　第三節　地方制度の再編と村々の動き　三　あいっぐ古

墳の発見」『広陵町史』広陵町。広陵町史編集委員会

註32　河上邦彦　2002「新木山古墳」『馬見古墳群の基礎資料』橿原考古学研究所研究成果第5冊　奈良県立橿

原考古学研究所

註33　秋山日出雄編1985『大和国吉墳墓取調書』（財）由良大和古代文化研究会

註34　前掲註30井上文献

註35　井上義光　2010『新木山古墳外堤第2次範囲確認調査概報－ノノワ古墳群発掘調査概報－』広陵町埋蔵文

化財調査概報8　広陵町教育委員会

註36　川西宏幸1978「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』第64巻第2号　日本考古学会
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図

番号
器　 種 地区名 遺構 ・土層名

法量 （cm）

（復元値 ）
色調 備　 考

1 円筒埴輪 1tr 周濠底

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 10Y R 8／2

内面 ：浅黄橙　　　　　　　　 7．5Y R 8／3

断面 ：灰白　　　　　　　　　 10Y R 8／1．5

2 円筒埴輪 1tr 周濠底

外面 ：灰白、明褐　　　　　 10Y R 8／2、7．5Y R 5／6

内面 二灰白、明黄褐　　　　 10Y R 8／2、10Y R 7／6

断面 ：灰白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1．5

3 円筒埴輪 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：桂、灰白　　　　　　　 7．5Y R 7／6、7．5Y R 8／1

内面 ：明褐灰　　　　　　　　 7．5Y R 7．5／1

断面 ：明黄褐　　　　　　　 10Y R 7／6

4 円筒埴輪 1tr 褐 灰色粘土 （包 含層）

外面 ：灰白、一部 浅黄橙　　 7．5Y R 8／1、7．5Y R 8／8

内面 ：灰白、一部黄橙　　　 2．5Y 8／1、2．5Y R 8／8

断面 ：褐灰　　　　　　　　 10Y R 5／1

5 円筒埴輪 1tr 黄褐色 土 D褐灰色 土

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 10Y R 8／1

内面 ：明黄褐　　　　　　　 10Y R 7／6

断面 ：黒褐　　　　　　　　　 2．5Y 3／1

6 円筒埴輪 1tr 黄褐色土 B褐灰色土

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／1

内面 ：灰 白、橙　　　　　　 10Y R 8／1、5Y R 6／8

断面 二褐灰、黄褐　　　　　 10Y R 5／1、2．5Y 5／4

7 円筒埴輪 1tr 黄褐色土 ・褐灰色土

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

内面 ：灰 白、にぷい橙　　　　 7．5Y R 8／1．5、7．5Y R 7／4

断面 ：褐灰　　　　　　　　　 7．5Y R 6．5／1

8 円筒埴輪 1tr 黄褐色土 1 褐灰色土

外面 ：オリーブ褐 、一部黄橙　 2．5Y 4／4、10Y R 8／6

内面 二灰 白、一部明黄褐　　 2．5Y 8／1、10Y R 7／6

断面 ：暗灰黄　　　　　　　　 2．5Y 4．5／2

9 円筒埴輪 1tr 褐灰色土 （側溝）

外面 ：浅黄橙　　　　　　　 10Y R 8／4

内面 二浅黄樟　　　　　　　 10Y R 8／3

断面 ：浅黄橙　　　　　　　　 7．5Y R 8／6

10 円筒埴輪 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：灰白

内面 ：灰白　　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

断面 ：灰白

11 円筒埴輪 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：橙　　　　　　　　　　 5Y R 7／6

内面 ：橙　　　　　　　　　　 5Y R 6．5／8

断面浅黄橙　　　　　　　　　 7．5Y R 8／4

1 2 円筒埴輪 1tr 褐 灰色粘 土 （包含層 ）

外 面 ：黄橙 、橙　　　　　　 10Y R 8／6、7．5Y R 6／7

内面 ：灰 白、黄橙　　　　　　 7．5Y R 8／1、10Y R 8／6

断面 ：褐灰　　　　　　　　 10Y R 5／1

13 円筒埴輪 1tr 褐灰色粘 土 （包含層 ）

外面 ：浅黄桂 、黄褐　　　　 10Y R 8／4、10 Y R 8／6

内面 ：灰 白、一部明黄褐　　 10Y R 8／1、10 Y R 6／6

断面 ：黄褐 、黄灰　　　　　　 2．5Y 5／3、2．5Y 4．5／1

14 円筒埴輪 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

内面 ：橙　　　　　　　　　　 7．5Y R 7／6

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 10Y R 8／1

15 円筒埴輪 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：浅黄橙　　　　　　　 10Y R 8／4

内面 ：浅黄橙　　　　　　　 10Y R 8／4

断面 ：浅黄樟　　　　　　　　 7．5Y R 7．5／4

16 朝顔 形埴輪 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：灰 白、浅黄橙　　　　　 7．5Y R 8／2、7．5Y R 8／4

内面 ：灰 白、一部明黄褐　　 10Y R 8／1、10Y R 6／6

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 10Y R 7／1

17 朝顔形埴輪 1tr 周濠底

外面 ：浅黄橙、にぷい橙　　 7．5Y R 8／3、7．5Y R 7／4

内面 ：黄橙　　　　　　　　 10Y R 8／6

断面 ：灰白　　　　　　　　　 10Y R 8／1

18 形象埴輪 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：にぷい樟　　　　　　　 5YR 7／4

内面 ：灰白　　　　　　　　　 10Y R 8／1

断面 ：褐 灰　　　　　　　　 10Y R 5．5／1

19 形象埴輪 1tr 黄褐色土 d褐 灰色土

外面 ：灰白、橙　　　　　　 10Y R 8／1、7．5Y R 6／6

内面 ：灰白、黒褐　　　　　 10Y R 7／1、10 Y R 3／1

断面 ：黒褐　　　　　　　　　 2．5Y 3／1

20 瓦器皿 1tr 褐 灰色土 （側溝 ）
口　 径 二（7．4）

器　 高 ：（1．3）

外 面 ：暗灰　　　　　　　　　 N 3／

内面 ：灰　　　　　　　　　　 10Y 3．5／1

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 N 8／

反転復元

口縁部 1／15 残存

21

22

瓦器椀

瓦器椀

1tr

1 tr

褐灰色 土 （側溝 ）

褐灰色粘土 （包含層）

底　 径 二（4．3）

残存高 ：0．8

外面 ：黒　　　　　　　　　　　 7．5Y 2．5／1

内面 ：暗灰　　　　　　　　　 N2．5／

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／1

反転復元

高台 1／8 残存

底　 径 ：（4．9）

残存高 ：0．7

外面 ：黒　　　　　　　　　　　 7．5Y 2．5／1

内面 ：オリーブ黒　　　　　　 7．5Y 3／1

断面 ：灰 白　　　　　　　　　　 N8／

反転復 元

高 台 1／8 残存

－16－



図

番号
器　 種 地 区名 遺構 ・土層名

法量 （cm ）

（復元値）
色調 備　 考

23 土師器釜 1tr 褐灰色粘土 （包含層）

外面 ：灰 白　　　　　　　　 10Y R 8／1

内面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／2

断面 ：褐灰　　　　　　　　 10Y R 6／1

24 円筒埴輪 2tr 灰褐色土 （包含層）

外面 ：灰白　　　　　　　　 10Y R 8／1

内面 ：黄橙　　　　　　　　　 10Y R 7／8

断面 二黒褐　　　　　　　　　 2．5Y 3／1

25 円筒埴輪 2 tr 灰褐 色粘土 （包含層）

外 面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1 ～ 8／2

内面 ：橙　　　　　　　　　　 7．5Y R 6／7

断面 ：明黄褐　　　　　　　 10Y R 7／6

26 円筒埴輪 2 tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：浅黄橙、一部灰　　　 7．5Y R 8／6、5Y 3．5／1

内面 ：橙　　　　　　　　　　 7．5Y R 7／6

断面 ：黄灰　　　　　　　　　 2．5Y 5／1

2 7 円筒埴輪 2tr 墳丘側拡張部

外面 ：灰 白　　　　　　　　 10Y R 8／1

内面 ：灰白　　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

断面 ：黄灰　　　　　　　　　 2．5Y 4／1

28 円筒埴 輪 2tr 墳丘側拡張部

外面 ：灰白　　　　　　　　 10Y R 8／1

内面 ：樟　　　　　　　　　　 7．5Y R 6／8

断面 ：褐灰　　　　　　　　 10Y R 6／1

29 円筒埴輪 2 tr 墳丘側拡張部

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

内面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

断面 ：褐　　　　　　　　　　 7．5Y R 4／3

3 0 円筒埴輪 2tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：灰、一部褐灰　　　　 N4／ 、5Y R 5／1

内面 ：灰　　　　　　　　　　 N4．5／

断面 ：灰　　　　　　　　　　　 N4

須恵質

31 円筒埴輪 2tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：灰白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

内面 ：浅黄橙　　　　　　　 10Y R 8／3

断面 ：褐　　　　　　　　　　 7．5Y R 4／4

32

1

形象埴輪

l

2 tr 灰褐色粘 土 （包含層）

外面 ：灰白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

内面 ：灰黄　　　　　　　　　 2．5Y 7／2

断面 ：黄灰　　　　　　　　　 2．5Y 5／1 l

3 3 形象埴輪 2tr 墳丘側拡張部

外面 ：灰 白　　　　　　　　 10Y R 8／2

内面 ：灰 白　　　　　　　　 10Y R 8／1

断面 ：黄灰　　　　　　　　　 2．5Y 4／1

34 土師器釜 2tr 灰褐色粘土 （包含層）
口　 径 ：（20．0）

残存高 ：2．0

外面 ：浅黄橙　　　　　　　 10Y R 8／3

内面 ：淡黄　　　　　　　　　 2．5Y 8／4

断面 ：灰白　　　　　　　　　 2．5Y 8／1

反転復元

口縁部約 1／11 残

存

35 須 恵器鉢 2 tr 灰褐 色土 （包含層）

外面 ：明青灰、青 灰　　　　 5PB 7／1、5P B 6／1

内面 ：明青灰　　　　　　　　 5PB 7／1

断面 ：明青 灰　　　　　　　　 5PB 7／1

36 瓦器皿 2tr 灰褐色粘土 （包含層）
口　 径 ：（8．0）

器　 高 ：（1．5）

外面 ：黒　　　　　　　　　　 N 2．5／

内面 ：黒褐　　　　　　　　　 2．5Y 4．5／1

断面 ：灰 白　　　　　　　　　　 N8／

反転復元

口縁部約 1／8 残

存

37 瓦器皿 2tr 灰褐色粘土 （包含層）
口　 径 ：（8．2）

器　 高 ：（1．4）

外面 ：灰　　　　　　　　　　 N4／

内面 ：オリーブ黒　　　　　　 7．5Y 3／1

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／1

反転復元

口縁部約 1／6 残

存

38 瓦器椀 2tr 溝3埋 土
口　 径 ：（11．6）

残存高 ：4．2

外面 ：オリーブ黒　　　　　 10Y 3／1

内面 ：灰　　　　　　　　　　 N3．5／

断面 ：灰白　　　　　　　　　　 N8／

反転復元

口縁部約 1／6 残

存

39 瓦器椀 2 tr 灰褐色粘土 （包含層）
底　 径 ：（5．6）

残存高 ： 0．9

外 面 二灰 N ／　　　　　　　　 N ／

内面 ：暗灰　　　　　　　　　 N 3／

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／2

反転復元

高台約 1／4 残存

40 瓦器椀 2tr 灰褐色土 （包含層）
底　 径 ：（7．0）

残存高 ：1．0

外面 ：暗灰　　　　　　　　　 N 3／

内面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／1

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 5Y 8／1

反転復元

高 台約 1／5 残存

41 瓦器椀 2tr 灰褐色粘土 （包含層）　 蚕
底　 径 ：（4．8）

曳存高 ：0．8　t

外面 ：浅黄　　　　　　　　　 5Y 7／3

内面 ：灰 白　　　　　　　　　 5Y7／2 ～ 8／1

断面 ：灰白　　　　　　　　　　 N8／

反転復元

高台約 1／3 残存

42
I

4 3

44

瓦質土器

火消し壷蓋

瓦質土器鉢

円筒埴 輪

2 tr　 土

2tr

3 tr　　′

貞丘側拡 張部

灰褐色粘土 （包含層）　　　 蚕

灰褐色粘土 （包含層）

器　 高 ：3．6

l

タ

曳存高 ：3．7

l

l

外面 ：灰白　　　　　　　　 10Y R 9／1

内面 ：灰白　　　　　　　　　 N6．5／ 、10Y R 9／1

断面 ：にぷい橙　　　　　　　 7．5Y R 6．5／4

t面 ：灰 、灰 白　　　　　　　 N 5／ 、N8／

内面 ：灰 、灰 白　　　　　　　 N 4／ 、2．5Y 8／1

断面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／1

外面 ：浅黄　　　　　　　　　 2．5Y 7．5／3

内面 ：灰 白　　　　　　　　　 2．5Y 8／2

断面 ：灰黄褐　　　　　　　 10Y R 4／2
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図

番号
器　 種 地区名 遺構 ・土層名

法量 （cm ）

（復元値）
色調 備　 考

45 円筒埴輪 3 tr 周濠底

外面 ：灰 白、一部黒褐　　　 2．5Y 8／1、2．5Y 3．5／1

内面 ：淡黄　　　　　　　　　 2．5Y 8／5

断面 ：暗灰　　　　　　　　　 N3．5／

46 円筒埴輪 3tr 灰褐色土

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 10Y R 8／2

内面 ：灰 白　　　　　　　　　 10Y R 8／1

断面 ：黒　　　　　　　　　　 10Y R 1．7／1

47 円筒埴輪 3tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：浅黄　　　　　　　　　 2．5Y 7．5／3

内面 ：淡黄　　　　　　　　　 2．5Y 8／3

断面 ：黄褐　　　　　　　　　 2．5Y 5／4

4 8 円筒埴輪 3tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：黄橙、灰白　　　　　 10Y R 6／6、7．5Y R 8／1

内面 二灰 白、明黄褐　　　　 10Y R 8／1、10 Y R 6／6

断面 ：黒褐　　　　　　　　　 2．5Y 3／1．5

4 9 円筒埴輪 3tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：灰白、浅黄橙　　　　　 7．5Y R 8／1、7．5Y R 8／6

内面 ：灰白、橙　　　　　　　 7．5Y R 8／1、7．5Y R 6／6

断面 ：浅黄橙　　　　　　　 10Y R 8／6

5 0 円筒埴輪 3tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：灰白、明黄褐　　　　　 7．5Y R 8／1、10Y R 5．5／6

内面 ：灰白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

断面 ：褐灰　　　　　　　　 10Y R 3．5／1

5 1 円筒埴輪 3tr 灰褐 色粘 土 （包含層 ）

外 面 ：浅黄橙　　　　　　　　 7．5Y R 8／3

内面 ：浅黄　　　　　　　　　 2．5Y 8／3

断面 ：灰 白、灰　　　　　　　 N7／ 、N6／

52 朝 顔形埴輪 ？ 3 tr 灰褐色粘 土 （包含層）

外面 ：灰 白、淡黄　　　　　　 2．5Y 8／1、2．5Y 8／4

内面 ：浅黄橙　　　　　　　　 7．5Y R 8／5

断面 ：灰　　　　　　　　　　　 N4／

53 形象埴輪 3tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1．5

内面 ：浅黄褐　　　　　　　　 7．5Y R 8／3

断面 ：黄灰　　　　　　　　　 2．5Y 3．5／1

54 形象埴輪 3tr 灰褐色土

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1 ～ 8／2

内面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／2

断面 ：灰　　　　　　　　　　　 5Y4／1

55 形象埴輪 3tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：灰 白　　　　　　　　　 7．5Y R 9／1

内面 ：灰白　　　　　　　　　 10Y R 9／1 ～ 8／1

断面 ：黒褐色　　　　　　　　 2．5Y 3／

56 形象埴輪 ？ 3tr 灰褐色粘土 （包含層）

外面 ：灰白　　　　　　　　　 7．5Y R 8／1

内面 ：灰白　　　　　　　　　 2．5Y R 8／1

断面 ：褐 灰　　　　　　　　 10Y R 3．5

5 7 須恵器鉢 3tr 灰褐 色粘土 （包含層）

外 面 ：青灰、暗灰　　　　　　 5P B 6．5／1、N3．5／

内面 ：青 灰　　　　　　　　　 5P B 6．5／1

断面 ：灰　　　　　　　　　　　 N6／

ー18－



図版1

航空写真（南西から
右が新木山古墳
左は三吉石塚古墳）

航空写真（上が北
右が新木山古墳
左は三吉石塚古墳）



第1調査区全景
（西から　奥は宮内庁第11トレンチ）

第2調査区全景
（南西から　奥は宮内庁第10トレンチ）

第3調査区全景
（南から　奥は宮内庁第9トレンチ）



図版3

第1調査区全景
（上が北　右は宮内庁第11トレンチ）

第2調査区全景
（上が北西　右は宮内庁第10トレンチ）



第1調査区全景（西から）

第1調査区全景（東から）

第1調査区全景（北東から）



図版5

第1調査区遺物検出状況（北から）

第1調査区南東拡張部
（北から　左は宮内庁第11トレンチ）

第1調査区南東拡張部（北から）



第2調査区全景（南西から）

第2調査区全景（北東から）

第2調査区全景（西から）



図版7

第2調査区東拡張部
（西から　上は宮内庁第10トレンチ）

第2調査区東拡張部
（北西から　左は宮内庁第10トレンチ）

第2調査区東拡張部
（北西から　左は宮内庁第10トレンチ）



第3調査区全景（南から）

第3調査区全景（北から）

第3調査区全景（南西から）



図版9

第3調査区石材検出状況（西から）

第3調査区北東拡張部
（南西から　上は宮内庁第9トレンチ）

第3調査区北東拡張部
（西から　左は宮内庁第9トレンチ）
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1～23　第1調査区出土遺物
24～33　第2調査区出土遺物



図版11

篭藩二

34～43　第2調査区出土遺物、44～57　第3調査区出土遺物
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